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むかし、 むかし、 あると ころに、 おじいさん とおば 

あさんが ありました。 おじいさんが いつも 畑に 出て 

働いて いますと、 裏の 山から ーぴ きの 古 だぬ きが 出 

てきて、 おじいさんが せっかく 丹精 をして こしらえた 

はたけ あ いし つち 

畑 の もの を 荒らした 上に、 どんどん 石ころ や 土 くれ 

をお じいさんのう しろから 投げつ けました。 おじい さ 

んが おこって 追つ かけます と、 すばやく 逃げて 行って 

しまいます。 しばらく すると また やって来て、 あいか 

こま 

わらず いたずら をし ました。 おじいさん も 困りき つて 



わな を かけて おきます と、 ある 曰、 たぬき はとうとう 

その わなに かかりました。 

おど あ よろこ 

おじいさん は 躍り上が つ て 喜びました。 

き み 

「ああい い 気味 だ。 とうとうつ かまえて やった ご 

い よ あし 

こう 言って、 たぬきの 四つ足 をし ばって、 うちへ か 

かえ てんじょう さ 

ついで 帰りました。 そして 天井の はりに ぶら下げて、 

おばあさんに、 

に ばん ばん かえ 

「逃がさな いように 番をして、 晚 にわたしが 帰る まで 

じる 

にたぬ き 汁 を こしらえて おいてお くれ ご 

、， +1 たけ 

と 言いの こして、 また 畑，' へ 出て いきました。 

たぬきが しばられて ぶら下げられ ている 下で、 おば 



るの だね。」 

「栗の 実 さ ご 

I 少し わたしに くれない かご 

あ はんぶん む 

「上げる から、 このし ば を 半分 向こうの 山まで しょつ 

ていって おくれ ご 

たぬき は 栗が ほしい ものです から、 しかたなしにし 

せ お さき た ある だ む 

ば を 背負って、 先に 立って 歩き 出しました。 向こうの 

山まで 行く と、 たぬき はふり 返って、 

「うさぎさん、 うさぎさん。 かち 栗 を くれない かご 

「ああ、 上げる よ、 もう 一 つ 向こうの 山まで 行ったら ご 

さき た 

しかたがな いので、 またたぬ き はずん ずん 先に 立つ 



なん 

「うさぎさん、 うさぎさん、 かちかち いうの は 何 だろ 

うご 

「この 山 はかち かち 山 だから さ ご 

「ああ、 そうか ご 

と 言って、 たぬき はまた 歩き 出しました。 そのうち 

にう さぎの つけた 火が、 たぬきの 背中の しばに う つ つ 

て、 ぼうぼう 燃え 出しました。 たぬき はまた へんに 

おも 

思 つ て、 

なん 

「 う さぎ さん、 う さぎ さん. ぼ う ぼ ういう の は 何 だろ 

うご 

「向こうの 山 はぼう ぼう 山 だから さ ご 



「ヽ」 こヽ、 ヽ. ^ヽ o | 
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と 言いながら、 たぬき は 穴の 中 を ころげまわ つてい 

ました。 うさぎ は その 様子 を 見て にこに こしながら、 

「な あにたぬ きさん、 ぴりぴりす るの は はじめの うち 

だけ だよ。 じきにな おる から、 少しの 間が まんお しご 

と 言つ て 帰つ て いきました。 

四 

それから 四、 五日た ちました。 ある 日う さぎ は、 

「たぬきの やつ どうしたろう。 こんど は ひとつ 海に 連 



ふね 

た。 うさぎが 木の 舟 を こしらえ ますと、 たぬき は うら 

- やね 

やましが つて、 まね をして 土の 舟 を こしらえました。 

-5, ね あ *A C< つ 

舟が でき 上がる と、 うさぎ は 木の 舟に 乗りました。 た 

つち の ふね おき 

ぬき は 土の 舟に 乗りました。 べつべつに 舟 を こいで 沖 

へ 出ます と、 

てんき 

「いいお 天気 だね え ご 

「いいけ しき だね え ご 

い うみ 

とてん でんに 言 いながら、 め ずら し そ うに 海 をな が 

めて いました が、 うさぎ は、 

おき ほう 

「ここらに はま だお さかな はいない よ。 もっと 沖の 方 

はや きょうそう 

まで こいで 行こう。 さあ、 どっちが 早い か 競争し よ 
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